
地方展開へ向けた一つの考え方 ⇒ 階層的評価

評価ランクA 評価ランクB 評価ランクC

対象施設
（例えば）

• 市街地都市計画道路
• 広域基幹道路
• 緊急輸送道路
• 1級路線（主要集落間）

• ⼀般道路
• 2級路線（中⼩集落間）

• A路線と近接，並進路線
• 集落内⼩規模道路
• 林間部利⽤限定路線

資産
管理

維持
管理

予防保全的対策＝レベル１

• ⾼い管理レベルでの管理
• 早期の補修，補強の実施

状態監視型の対策＝レベル２

• 管理レベルを下げた予防保全
• 頻度を上げた点検による状態
監視

⽇常管理＝レベル３

清掃，除草等，⽬視

投資 ⻑寿命化対策（初期）
• 耐震，耐荷補強
• ⾼耐久性材料による補修
耐荷性，耐久性向上による予防保
全対策への移⾏

⼤規模改修（更新判断時）
• 拡幅等の機能向上
• 床版改修，取替
隣接のランクＣ路線の機能を統合し，
対象路線はランクＡに変更

改修整備（管理変更時）
⺠間，地域への売却を前提とし
た補修補強の実施

管理体制 • ⺠間事業者への包括管理業
務発注

複数施設，⻑期継続業務

• NPO組織への調査点検業務発
注

頻度を増やした簡易診断
→ 点検補助員や経験の浅い⾃治
体管理者レベル

マニュアルの整備とＯＪＴは必要

• 地域住⺠参加型管理によ
る管理費⽤削減

• 私道化，⺠間委託等によ
る管理区分からの除外

• 既存不適格の場合は廃道
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評価ランクに応じた管理運用

健全度レベル

レベルⅠ

健全または
軽微な損傷

レベルⅡ

中程度の
損傷状況

レベルⅢ

重度な
損傷状況

ランク
A

評価ランク

ランク
B

ランク
C

劣化診断 重要度判定 管理運用

管理レベル1

管理レベル２

管理レベル３

更新判断

長寿命化
対策

予防保全的対策

事後保全的対策
大規模改修
ランクAへ

劣化進展
更新判断

ランクC
に変更

使用可否判断 使用制限

廃棄？

ランクを定めるための意志決定は？
＝納税者に対する説明責任の発生
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地方自治体のインフラ維持管理 ⇒ インフラマネジメントビジネスへ

地方自治体向けの包括的な
インフラマネジメントビジネス

事業形態：○○○○銀行
（○○○○財団補助事業）

特徴：まずはフィービジネスへ展開
将来はＣＭｒ型のビジネスへ

地域：市町村単位から県単位へ

幹事役：地方大学
地方大学の地域振興事業
地銀のサポート

主役：民間企業
（ゼネコン・地場産業
設計コンサルタント
計測コンサルタント
ＩＣＴ企業
センサメーカー
通信事業者などなど）

インフラマネジメントビジネス

モニタリング技術
非破壊探査技術
センサ・通信技術

損傷検知・劣化予測
共有データーベース
（ビックデータ）

ＬＣＣの算定
余寿命予測
長期保全計画立案

補修・補強技術

資金調達
（ＰＦI/ＰＰＰ）

点検・計測

調査・診断

補修・補強

運 用

劣化予測

対策決定

管理者

従来のイメージ

発注者

コンサルタント

地方ゼネコン

調査・計測会社

地場
企業

地場
企業

地場
企業

地場
企業

赤字：ＳＩＰの守備範囲

産官学
連合

インフラマネジメントビジネス （規制改革や新しい制度設計が不可欠，特区制度の活
用）

まず，小さな成功例から！ ⇒ 例えば，公募によりインフラ特区を定めモデル事業を「産官学」
チームでスタート ＝ SIPの出口戦略

必要な制度設計 ⇒ 大ロット化，バンドリング化などの発注方式，積算基準の見直し・出来高払いの
移行・複数年度契約・多様な入札方式（ＣＭr，ＰＦＩ，ＰＰＰ，コンセッションへの展開）
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End
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SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」全体像

情報・通信技術の研究開発
膨大なインフラ情報を利活用するためのデータ

マネジメント技術、センサー間通信技術等の開発

点検・モニタリング・診断技術
の研究開発

革新的技術を開発し、
現場実証試験・検証等を実施

ロボット技術の研究開発
維持管理・補修ロボット及び
危険な災害現場でも使える

災害対応ロボットを開発

評価基準

人手で実施できない
場所・危険箇所に

ついてはロボットを活用

革新的技術の開発

点検・診断
情報を収集

様々な
点検情報を
使えるよう整理

点検・診断
情報を収集

情報を活用し

対策要否を
判断

構造材料・劣化機構・補修
・補強技術の研究開発

材料損傷劣化機構の解明、シミュレーション技術の
開発、低コスト補修・補強・更新技術の開発

材料損傷劣化機構
の解明

補修・補強技術の
開発

結果を補修・補強に活用

アセットマネジメント技術の研究
開発

ライフサイクルコスト最小化を目指す
インフラ・アセットマネジメント技術の開発、

及びその地方展開、国際展開

ライフサイクル
コスト最小化

予防保全の
確立
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公募選定結果の全体像

S
IP

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
防
災
・
減
災

機
能
の
強
化
」

SIP「自動走行（自動運転）システム」

SIP「インフラ維持管理・更新・マネジメント技術」研究開発

道路；鉄道；港湾；空港；農
業水利施設；上水道（地下
構造物）；河川堤防；のり

面・斜面；ダム

対象インフラ

東大

研究拠点構築、維持管理技術、発光材
料、新溶射材料、超耐久性コンクリート

X線・中性子線・レーザー・マイク
ロ波・近赤外分光・磁気・音響等

自在適応桁、フレキシブルガイドフレー
ム、飛行ロボット、半水中無人化施工

路面・橋梁スクリーニング技術、高速道
路センシングデータ処理・蓄積・解析技術、
無線通信最適化

道路インフラマネジメントサイクルの国内外へ
の実装、コンクリート橋早期劣化機構、農業
水利施設・港湾構造物のアセットマネジメント

アセットマネジメント技術

情報・通信技術

構造材料・劣化機構・
補修・補強技術

ロボット技術

点検・モニタリング・
診断技術

NIMS

京大 東工大

大阪府立大 岡山大

農研機構 港湾空港研

金沢大

産総研

国立情報学研 東日本高速

JIPテクノ 日立

NTT

芝浦工大

名城大

東北大

富士通
日本電気

無人化施
工組合

早大

ﾊｲﾎﾞｯﾄ

土研 理研 産総研

つくばテク
ノロジー

首都高
技術

パシコン 岡山大
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